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３月５日〜３月26日(22日間)

３月定例会

一般会計予算68億4864万円  (対前年度7046万円減)

６年度
予算

令和

子育て・暮らし応 援・人材育成

令和６年度 当初予算の主な事業

子
育
て
、
教
育
支
援

予算を
チェック

①
　入学・就職に応援金
　小学校10万円、中学校20万円、
　高校入学、就職時30万円

　（令和５年度までは、
　　１子３万円、２子５万円、３子以上７万円）

出産祝い金拡充　10万円に増額

問　出産祝い金を出産順にかかわらず同額にしたのは
　　良いが、入学祝金を必要経費の約２倍にした理由は｡
答　最低限の必要経費を示したが、それ以上の支援が
　　必要と考えた。

問　利用者が少ない原因の検証と講師
　　が定着できる体制を整えるべきで
　　はないか。
答　課題として検討していく。

問　返済期間を延ばすべきでは。
答　返済期間は変更しない。

国際交流員（CIR）を招き、英語教育を拡充

問　外国語指導助手（ALT）はアメリカの人なので、国
　　際感覚を磨くためにCIRは他の英語圏の人にした方が
　　より効果的ではないか。
答　今年度は募集を開始しているので、今後は検討する。

97万円こども園でのおむつ無償提供

560万円 奨学金増額 1919万円

40万円から
第1学年100万円
2学年以降60万円に

　町内全地域での移動販売を支援
　当面、百歳体操会場など各地区2～３か所を
　想定

350万円移動販売
運営支援補助金

問　一人暮らしや高齢者世帯にも寄ってほしい。
答　事業者と検討していく。
問　町外の移動販売業者を対象にしているが、
　　町内事業者は想定しないのか。
答　実施する業者なら、町内・町外を問わない。

畜産振興

問　飼料代支援の対象は。
答　県は酪農家対象だが町独自で和牛農
　　家も対象にする。
問　養鶏暑熱対策事業所は。
答　２事業所対象。１回限りの支援。

問　家の近くでの送迎がすべて可能にな
　　るのか。
答　32軒中31軒は自宅近くでの送迎が
　　可能になった。

公共交通
確保総合対策

障がい者等外出支援

　デマンドバス小型車両導入しドア・
　ツー・ドアの充実

　８０歳以上の運転免許保有しない人
　及び免許返納者も対象に
　タクシー・福祉有償運送両用可

　畜産飼料代高騰支援　１頭１万円
　養鶏暑熱対策事業補助など

　日南町議会の３月定例会は、３月５日から26日までの22日間の会期で開かれました。町
長の令和６年度施政方針を受けた一般質問では７名の議員が登壇し、町政運営に対し活発
な議論を展開しました。
　執行部から提案された教育長の選任、条例の一部改正、令和５年度一般会計補正予算、
令和６年度各会計当初予算など全44議案は原案のとおり可決しました。
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百歳体操の会として都合が良
い時間に来てもらっていた。重
たい物など近場で買えて良か
った。たったもカードが使える
と利用者が増えるのでは。
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ありがたいので利用し
ます。百歳体操は遠い
し、冷凍品も買いたい
ので家まで来て欲しい
です。
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94万円

公設塾
まなびや縁側

応援金は凄いですね。子育
てするうえで大変ありがた
いです。ただ入学準備のた
め、2ヵ月前に頂けたら、より
喜ばれると思います。

　保護者の経済的、登園準備負担軽減をはかる

ここに注目

　ごみ減量化
　　１人平均可燃ごみ量が減ると
　　全町民にたったもポイント付与

環境保全対策

問　減量化はどの期間で判断するのか。
答　半年単位で判断する。

問　老朽危険家屋はどのくらいあるのか。
答　400軒あり、解体を決めた人に補助。

1487万円

　老朽危険家屋解体撤去補助金拡大
　　２分の１補助　上限120万円 こども未来応援金新設

暮
ら
し
応
援

予算を
チェック

②

1億140万円
745万円

How are you?

増え続ける老朽家屋
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　　はないか。
答　課題として検討していく。

問　返済期間を延ばすべきでは。
答　返済期間は変更しない。

国際交流員（CIR）を招き、英語教育を拡充

問　外国語指導助手（ALT）はアメリカの人なので、国
　　際感覚を磨くためにCIRは他の英語圏の人にした方が
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問　一人暮らしや高齢者世帯にも寄ってほしい。
答　事業者と検討していく。
問　町外の移動販売業者を対象にしているが、
　　町内事業者は想定しないのか。
答　実施する業者なら、町内・町外を問わない。
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問　飼料代支援の対象は。
答　県は酪農家対象だが町独自で和牛農
　　家も対象にする。
問　養鶏暑熱対策事業所は。
答　２事業所対象。１回限りの支援。
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　　るのか。
答　32軒中31軒は自宅近くでの送迎が
　　可能になった。
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　日南町議会の３月定例会は、３月５日から26日までの22日間の会期で開かれました。町
長の令和６年度施政方針を受けた一般質問では７名の議員が登壇し、町政運営に対し活発
な議論を展開しました。
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問　新規狩猟者とは。捕獲技術の指
　　導体制も大切。
答　猟友会加入後５年間を新規狩猟
　　者とする。
問　イノシシ被害をどのように把握
　　しているのか。
答　共済組合への作物被害申請で把握｡
問　畦畔などの被害の把握も必要ではないか｡
答　申し出で把握する。

　猟期の捕獲奨励金を増額する。
　新規就農者の参入を目指し、新
　規狩猟者にはさらに上乗せする。

3282万
円

にちなんブランド化促進

問　補助対象者は。
答　日南町住民で道の駅に出荷する人、
　　学生も対象

　米加工品開発、
　販売を支援

「予算審査特別委員会」ってなんだ？
　議会では、町長から提出された新年度予算案を審査するため、予算審

査特別委員会を設置し、町民の立場に添ったものになっているか、施政

方針を反映しているかなどを考慮しながら慎重に審査を行います。

本会議 予算審査特別委員会 本会議

町長から
予算案の提出

予算審査特別委員会
の設置

予算審査特別委員会に
審査付託

会計ごとに担当課長等
から詳細な説明を受け

審査を行う

委員会採決

予算審査特別委員長から
審査の経過と審査意見を
付した結果を報告

討　論・採　決

予算の可決

問　学生の受け入れ団体はあ
　　るのか。
答　数団体ある。

736万円

　学生生活や研究活動と並
　行して地域活動に参画。
　地域の課題解決に挑戦す
　る。

半学半域型地域おこし協力隊
は、地域に住みながら実践と
研究ができるのが魅力です。今
は週末しか来れていませんが、
夏休み以降は日南町に住みな
がら活動できるので楽しみで
す。

多里地区がイベントに取組む
姿にあこがれ、仲間になりたい
と思いました。マルシェ（市場）
に関心があり、手作り品や農
産物の販売がもたらす中山間
地域での経済効果、地域外か
ら来られた方の印象の変化を
調べたいです。

鳥取大学　 芥川実桜さん　　　宮脇里歩さん
みやわき　りほあくたがわ　みお

地域おこし協力隊
（半学半域型）

人
材
育
成
で
町
づ
く
り

５

『未来投資型』予算の骨格 町民の暮らしを守り、人口減に立ち向かう

合　計

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護サービス事業特別会計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

再生可能エネルギー
発 電 事 業 特 別 会 計

鳥取県西部町村情報公開・
個人情報保護審査会特別会計

68億4864万7千円

6億3780万9千円

9億7017万5千円

4875万6千円

1億1718万2千円

3248万7千円

0

2億2949万1千円

2億5791万3千円

14億6831万8千円

106億1077万8千円

△7046万1千円

210万6千円

3550万3千円

△790万8千円

1210万9千円

1333万4千円

△51万8千円

△1311万1千円

△101万3千円

4455万5千円

1459万6千円

△…減額

9194万
円

　ユニットハウス（発熱外来診察）
　全身用X線CT装置
　エアコン（上萩山つるぎ会館設置）等

病院改築基本計画策定支援

日南病院機械設備購入

問　新築候補地は決まっているか。　答　調査結果をもとに検討している。

問　全身用X線CT装置を入れる目的は。改築後移転できるか。
答　息止め秒数が少なくなり診断性能が高い。移転は可能。

　令和６年度は基本計画を策定する。 更新されるＣＴ装置

７
つ
の
重
点
施
策

会　計 金　額 前年度比較

令和６年度　会計別当初予算額

問　確実に町内で働く人材を得られるのか。
　　長く働き続けられる体制づくりが必要。
答　自国で面接し採用内定してから来日する。

561万円外国人材育成雇用
　町内企業に就職を希望する
　外国人に日本語学校の学費や生活費を補助。
　（企業人材１名、看護・介護人材３名）

2484万
円鳥獣被害対策

「日南町中期財政見通し」を踏まえて、創意工夫による経費削減、事業のスクラップを図る反面、
未来への投資として７つの重点施策を柱とする主要事業に５億4600万円を再配分する。

予算を
チェック

③

　１高騰対策で町民生活を守る。２災害に強いまちづくり。
　３子どもたちの笑顔と未来輝け、出産・子育てサポート。４環境保全、集落対策
　５「選ばれるまち」を目指して、活力あるまちづくりを実践。
　６ともに成長し暮らし豊かな未来の実現。７共創と協働による地域づくり・人づくり。
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求
め
る
。

 

国
際
交
流
員
の
配
置

　
令
和
６
年
度
よ
り
C
I
R
(※2)

を
配
置
さ
れ
る
こ
と
は
、
生
き

た
英
語
、
国
際
感
覚
を
身
に
つ

け
る
の
に
大
変
有
効
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
既
に
ア
メ
リ

カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル

出
身
の
A
L
T
(※3)
が
在
籍
し
て

お
り
、
幅
広
い
国
際
感
覚
を
身

に
つ
け
る
に
は
ア
メ
リ
カ
以
外

の
C
I
R
も
検
討
さ
れ
た
い
。

(※1)
　
K
P
I
は
達
成
度
や
評
価
を
示

す
指
標
で
す
。

(※2)
　
C
I
R
は
「
国
際
交
流
員
」

で
、
国
が
行
っ
て
い
る
J
E
T
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
へ

派
遣
さ
れ
ま
す
。

(※3)
　
A
L
T
は
「
外
国
語
指
導
助

手
」
で
、
小
学
校
や
中
学
校
へ
、
教

育
委
員
会
か
ら
配
置
さ
れ
ま
す
。

町内を走る移動販売車

議会からの
提　　言

 

予
算
説
明
附
属
資
料
の
充
実

　
予
算
審
査
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
、
予
算
説
明
附
属
資
料
に

予
算
の
根
拠
と
な
る
数
式
（
単

価×

人
数×

回
数
等
）
な
ど
を

記
載
す
る
こ
と
。

 

迅
速
な
事
務
処
理

　
住
宅
管
理
や
公
共
工
事
等
に

お
い
て
不
適
切
な
処
理
が
相
次

い
だ
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
に
予
定

し
て
い
た
車
両
の
購
入
が
令
和

６
年
度
に
延
期
と
な
り
、
本
来

不
要
な
は
ず
で
あ
る
車
両
リ
ー

ス
料
も
令
和
６
年
度
に
計
上
さ

れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、

迅
速
な
事
務
処
理
と
進
捗
管
理

の
徹
底
を
求
め
る
。

 

結
婚
・
子
育
て
支
援
強
化

「
こ
ど
も
未
来
応
援
金
」
を
交

付
す
る
が
、
既
存
の
婚
活
事

業
、
子
育
て
支
援
事
業
及
び
少

子
化
対
策
事
業
と
連
携
し
、
結

婚
か
ら
子
育
て
に
至
る
ま
で
の

切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す

る
な
ど
、
積
極
的
な
情
報
発
信

を
行
い
、
一
連
の
制
度
の
認
知

度
向
上
を
図
る
こ
と
。

 

農
地
の
受
け
手
支
援
の
再
考

　
総
合
戦
略
K
P
I

(※1)
が
達
成

見
込
み
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に

事
業
補
助
が
廃
止
さ
れ
た
が
、

農
地
の
出
し
手
に
対
し
受
け
手

の
減
少
と
い
う
問
題
は
依
然
と

し
て
残
っ
て
お
り
、
解
決
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
事
業
補
助
廃
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当初予算審議

令和６年度 当初予算審議

● 介護サービス事業特別会計
　　　荒金敏江議員
　日南福祉会から施設利用料を求めるべきで
ない。その額を職員の処遇改善に充てるべき｡

　　　櫃田洋一議員
　施設使用料は起債償還に充当するものであ
り、福祉会との協議により定めた額である。

● 後期高齢者医療特別会計
　　　岡本健三議員
　年金の上昇額が物価高騰に追いつかない
中、保険料の値上げは認められない。

　　　荒木　博議員
　入院の長期化や高度医療により医療費は増
加している。保険料増額はやむを得ない。

● 介護保険特別会計
　　　荒金敏江議員
　認知症対応のデイサービスやホームヘルプ
サービスの充実を図る予算とすべき。

　　　荒木　博議員
　予算は老人福祉計画及び介護保険事業計画
に基づき、介護予防や介護サービスを提供す
るものとなっている。

　　　大西　保議員
　国保税の算出方法は各法令の規定に基づき
定められている。町では税額等については国
保運営協議会の答申を尊重し決定している。

　　　岡本健三議員
　子どもの均等割保険料は根本的に間違って
いる。一般会計から国保特別会計へ繰り出し
を行い子どもの均等割の徴収を止めるべき。

● 国民健康保険特別会計

可決
可決
可決
可決
可決

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

荒
金
敏
江

−

−

−

−

−

山
本
芳
昭

一般会計予算
国民健康保険特別会計予算
介護保険特別会計予算
介護サービス事業特別会計予算
後期高齢者医療特別会計予算

令和６年度当初予算
（賛否の詳細） 結果

岡
本
健
三

櫃
田
洋
一

岩
﨑
昭
男

大
西

　保

荒
木

　博

高
橋
洋
志
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

近
藤
仁
志

※山本芳昭議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。

　　　大西　保議員
　事業所の人材不足解消を図る外国人材育成
雇用プロジェクト、高齢者向けの移動販売運
営支援事業などにより、課題解決を図る予算
である。

　　　岡本健三議員
　財政調整基金などを活用し、６年度予算に
高齢者や子育て支援など、さらに積極的な財
政支出をすべきである。

　　　近藤仁志議員
　中期財政見通しに沿い予算の縮減を図る
中、老朽家屋解体撤去補助金の拡大など地域
課題に配慮した予算である。

　　　荒金敏江議員
　消防水利確保の早急な対応策、イノシシ被
害の実態把握と復旧補助、補聴器検診の予算
を計上すべきである。

● 一般会計
論討

反対 賛成

反対 賛成

反対 賛成

反対 賛成

反対 賛成

反対 賛成

賛成多数で可決した議案

その他４会計は全会一致で可決
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条例の改正補正予算

 

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

・
に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業
ア

　
カ
デ
ミ
ー

　
（
一
財
）
日
南
町
産
業
振
興

　
セ
ン
タ
ー
が
受
託
。

・
日
南
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
株
）
ア
シ
ス
ト
日
南
が
受

　
託
。

　
指
定
管
理
期
間
は
、
い
ず
れ

の
施
設
も
令
和
６
年
４
月
１
日

〜
令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で
の

５
年
間

　
　
文
化
セ
ン
タ
ー
の
委
託
管

理
料
が
都
度
増
額
し
て
い
る
が
。

　
　
行
事
等
が
増
え
て
い
る
。

 

介
護
保
険
条
例

　
介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金

か
ら
４
１
０
０
万
円
取
り
崩
し
、

第
９
期
介
護
保
険
計
画
（
令
和

６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
）
期

間
の
介
護
保
険
料
の
基
準
額
を

月
額
５
７
０
０
円
と
す
る
。

　
保
険
料
率
を
13
段
階
へ
多
段

階
化
し
、
高
所
得
者
の
標
準
乗

率
を
引
上
げ
、
低
所
得
者
の
保

険
料
上
昇
の
抑
制
を
図
る
。

 

会
計
年
度
任
用
職
員
及
び
再

 

任
用
職
員
へ
の
勤
勉
手
当
支
給

　
一
般
職
と
同
様
に
勤
勉
手
当

を
支
給
す
る
。
（
病
院
職
員
も

含
む
）

 

議
員
報
酬
の
引
き
上
げ

　
鳥
取
県
西
部
地
区
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
の
答
申
等
を
踏
ま

え
、
議
会
議
員
の
月
額
報
酬
等

を
引
き
上
げ
る
。

（
改
正
後
の
報
酬
月
額
）

・
議
長
　
　
32
万
３
千
円

・
副
議
長
　
24
万
９
千
円

・
委
員
長
　
24
万
円

・
議
員
　
　
23
万
５
千
円

 

特
別
職
の
給
与
の
減
額

　
町
職
員
に
よ
る
不
適
切
な
事

務
処
理
等
の
監
督
責
任
を
明
確

に
す
る
た
め
、
令
和
６
年
３
月

期
の
特
別
職
の
給
与
を
減
額
す

る
。

・
町
長
　
　
給
与
月
額
の
10
％

・
副
町
長
　
給
与
月
額
の
５
％

・
教
育
長
　
給
与
月
額
の
10
％

 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

 

推
進
基
金
の
設
置

　
「
日
南
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
推
進
事
業
」
に
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
す

る
た
め
基
金
を
設
置
す
る
。

 

い
き
い
き
定
住
促
進
条
例

　
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学

校
等
に
進
学
し
た
と
き
、
進
学

祝
金
を
交
付
す
る
。
ま
た
、
出

産
祝
金
を
増
額
す
る
。

 

住
宅
改
修
助
成
条
例
（
委
員

 

会
発
議
）

　
住
宅
改
修
助
成
金
の
２
分
の

１
を
日
南
町
商
工
会
が
発
行
す

る
商
品
券
で
交
付
し
て
い
た
が
、

『
た
っ
た
も
ポ
イ
ン
ト
』
で
の

交
付
も
で
き
る
よ
う
に
改
正
。

︻
人
事
案
件
︼

 

教
育
長
の
任
命

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

よ
り
、
教
育
長
の
任
命
の
同
意

に
つ
い
て
投
票
が
行
わ
れ
、
賛

成
多
数
で
青
戸
晶
彦
さ
ん(

印

賀
）
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
６
年
４
月
１
日

〜
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

  

基
金
管
理
事
務

　
基
金
の
一
括
運
用
に
よ
る
利

子
収
入
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る

た
め
積
立
金
・
繰
出
金
の
増
額

を
行
う
。
　
　
　
４
１
２
万
円

 

公
共
交
通
確
保
総
合
対
策
事
業

　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
車
両
３
台
購

入
　
　
　
　
　
　
７
６
２
万
円

　
　
車
両
に
分
か
り
や
す
い
よ

う
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
等
を
考
え
て

い
る
か
。

　
　
町
営
バ
ス
（
大
型
）
と
同

色
を
考
え
て
い
る
。

 

携
帯
電
話
等
エ
リ
ア
整
備
事
業

　
通
信
事
業
者
と
の
協
議
に
お

い
て
、
日
南
町
内
に
通
信
用
鉄

塔
の
建
設
見
込
み
が
な
く
な
っ

た
。
　
　
　
△
３
６
０
０
万
円

　
　
今
後
不
感
地
帯
の
整
備
は

　
　
中
海
テ
レ
ビ
の
ケ
ー
ブ
ル

を
利
用
し
て
戸
別
に
対
応
す
る
。

令
和
５
年
度

補
正
予
算

条
例
の
改
正

な
ど

青
戸
晶
彦 

教
育
長

　
３
月
議
会
定
例
会
で
、
条
例
の

改
正
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
な

ど
が
審
議
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
 まち未来創造課
自立改革推進本部を改組し、町政全体の
総合調整や情報発信を担う。
　・総合計画・過疎計画
　・行政改革・情報化
　・統計調査・広報公聴など
 環境エネルギー課
環境政策と新エネルギー推進等を担う。
　・グリーンドリーム計画
　・環境政策・廃棄物処理
　・自然保護など
 こども若者未来課
子どもと若者に対する支援策を担う。
　・児童福祉及び子育て支援
　・出会い・結婚・出産・子育て支援
　・児童虐待防止

 

税
務
総
務
一
般
管
理
事
務

　
定
額
減
税
対
応
に
伴
う
個
人

住
民
税
シ
ス
テ
ム
の
改
修

　
５
２
８
万
円

　
　
国
の
行
政
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
な
の
で
、
財
源
を
国
に
対

し
て
要
望
し
て
は
。

　
　
一
般
財
源
に
て
対
応
し
て

い
る
。

 

塵
芥
処
理
事
業

　
納
期
の
長
期
化
見
込
み
に
よ

り
、
２
ｔ
パ
ッ
カ
ー
車
の
購
入

を
見
送
る
。
　
△
９
４
３
万
円

　
　
パ
ッ
カ
ー
車
購
入
を
見

送
っ
た
理
由
は
。

　
　
契
約
よ
り
納
車
ま
で
２
年

か
か
り
年
度
を
超
え
る
た
め
に

見
送
っ
た
。

 

障
害
者
等
外
出
支
援
事
業

　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業

利
用
者
減
に
よ
り
減
額

　
　
　
　
　
　
△
４
５
０
万
円

 

病
院
運
営
事
業

　
病
院
事
業
会
計
負
担
金
精
査

に
よ
る
増
額
　
　
６
４
９
万
円

 

農
業
後
継
者
育
成
対
策
事
務

　
当
初
計
画
し
て
い
た
補
助
事

業
が
申
請
者
と
の
協
議
に
よ
り

中
止
と
な
っ
た
た
め
減
額
。

　
　
　
　
　
△
１
７
２
０
万
円

 

21
世
紀
水
田
農
業
確
立
対
策
事
業

　
が
ん
ば
る
農
家
プ
ラ
ン
事
業

及
び
意
欲
あ
る
農
業
者
支
援
事

業
の
実
績
減
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
△
２
６
３
０
万
円

　
　
今
年
度
の
利
用
件
数
は
。

　
　
意
欲
あ
る
農
業
者
支
援
事

業
が
８
件
。

 

多
面
的
機
能
等
支
払
事
業

　
長
寿
命
化
事
業
の
国
か
ら
の

配
分
率
が
下
が
り
減
額
と
な
っ

た
た
め
。
　
△
１
４
１
０
万
円

 

畜
産
振
興
対
策
事
業

　
畜
産
セ
ン
タ
ー
用
地
の
購
入

を
計
画
し
て
い
た
が
、
財
源
の

確
保
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
減

額
　
　
　
　
△
２
６
０
０
万
円

 

林
業
一
般
管
理
事
務

　
オ
ロ
チ
建
物
等
修
繕
補
助
金

（
地
盤
沈
下
修
繕
）

　
　
　
　
　
　
　
５
７
０
万
円

　
　
総
事
業
費
と
補
助
率
は
。

　
　
消
費
税
を
除
く
費
用
を
全

額
負
担
。

　
　
今
後
の
修
理
に
つ
い
て
ど

う
対
応
さ
れ
る
か
。

　
　
地
盤
沈
下
に
対
し
て
は
今

後
も
町
で
負
担
し
て
い
く
。

 

道
路
維
持
管
理
事
業

　
除
雪
経
費
の
実
施
見
込
に
よ

る
増
額
　
　
　
５
４
０
０
万
円

機構改革により３課が新設され、所管事務事業が変更となる。

機構改革により新設３課

問答

問答

問

問

答

答

問答

問答問答

問答

あ
お
と
　
あ
き
ひ
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リース車両で対応

地盤沈下が進む工場内
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審議結果審査結果

条例・補正予算などの審議結果

陳情の審査結果

食糧自給率向上を政府の法的義務とするこ
とを求める陳情書
　提出者：鳥取県農民運動連合会
　　　　　会長　雑賀　敏之

　食料自給率は消費者の動向に起因する点も大きい。
さらに、食糧問題は日本一国の問題ではなく、国際
的な枠組みの中で協議していかなければならない。
　様々な課題がある中で、基本計画の達成度の見直
しを検討するために、食糧自給率を指標とするだけ
では捉えきれないと考える。

採択結果案　　件

不採択

審 査 意 見

　　　荒金敏江議員
　干ばつや紛争で飢餓が広がっており、自給率を高め
ることが世界への貢献になる。輸入に頼るリスクを政府
も自覚しており、改正案では不測時に花卉農家などが芋
を作る生産転換や配給制度などすら考えられている。自
給率向上を法的義務とし、欧米のように所得補償などを
充実させ食える農業にすることが、日南町の農業、畜産業
などを守ることになる。
（荒金、岡本）

賛成　　　荒木博議員
　食料安全保障について、食料、農業、農村基本法
の改正法が２月に閣議決定され、食料自給率の向上
等について定めてある。数値目標を定める事は大切
だが、国内においても、耕作放棄地や農業従事者の
高齢化、後継者不足などの問題もあり、すぐには解
決できないと考える。
（高橋、荒木、岩﨑、大西、櫃田、近藤）

反対

提出のあった陳情は、3月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

なお、賛成・反対とあるのは、陳情原案に対する討論です。

全会一致で可決した議案

令
和
５
年
度
補
正
予
算

発
議

そ
の
他

廃

　止

条
例
の

国民健康保険特別会計補正予算（第4号）

介護保険特別会計補正予算（第3号）

介護サービス事業特別会計補正予算（第1号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

再生可能エネルギー発電事業特別会計補正予算（第1号）

病院事業会計補正予算（第4号）

一般会計補正予算（第10号）

日南町過疎地域持続的発展計画の一部変更について

日南町住宅改修助成条例の一部改正について

日南町菅が谷ブロイラー生産団地基金条例

日南町ブロイラー生産団地施設の設置及び管理に関する条例

条
例
の
一
部
改
正

日南町まち・ひと・しごと創生推進基金条例

日南町課設置条例

日南町特別会計条例

日南町職員定数条例

日南町会計年度任用職員の給与に関する条例

日南町消防団条例

日南町いきいき定住促進条例

日南町議会委員会条例

日南町職員の給与に関する条例

日南町行政改革推進委員会設置条例

公の施設に係る指定管理者の指定について
（にちなん中国山地林業アカデミー）

公の施設に係る指定管理者の指定について
（日南町総合文化センター）

日南町国民健康保険診療施設使用料及び手
数料徴収条例

日南町病院事業職員の給与の種類及び基準
に関する条例

制

　定

条
例
の

賛成多数で可決した議案

　　　 近藤仁志議員
　計画を見直しながら事
業を進めていく中で、減額
補正をされている。今後の
動きも注視していくが、こ
の度の補正は適切と判断
する。
（高橋、荒木、岩﨑、大西、
  櫃田、近藤）

一般会計補正予算（第9号）

　　　 岡本健三議員
　ごみ処理施設建設費
は、ごみ処理広域化の基
本構想を進める費用であ
る。基本構想は撤回し、リ
サイクル率を上げる方法
を先進地に学ぶべきであ
る。
（荒金、岡本）

反対 賛成

教育長の任命につき同意を求めることについて

　　　 岩﨑昭男議員
　職員の不適切な事務処
理により、町民、事業者に
対して多大な迷惑をかけ
たので、３役が管理監督の
責任を自らの姿勢を正し
て報酬の減額を行うもの
である。
（高橋、荒木、荒金、岡本、
  岩﨑、櫃田、近藤）

日南町特別職の給与の減額に関する条例の制定について

　　　 大西　保議員
　２件の不適切な事案で、
職員２名に重い懲戒処分
が科された。２件の発生時
期、内容等が異なることか
ら、別々の件と判断し、町
長のみ減給1ヶ月を2ヶ月
以上とすべきである。
（大西）

反対 賛成

　　　 岩﨑昭男議員
　情報関連の事務を西部
審査会から、鳥取県へ委
託先を変更する一連の議
案である。資料添付の委
託契約書の内容は適切と
判断する。
（高橋、荒木、岩﨑、大西、
  櫃田、近藤）

日南町と鳥取県の間における情報公開条例及び議会個
人情報保護条例に基づく合議制の機関に係る事務の委
託に関する規約を定める協議について

日南町と鳥取県の間における個人情報の保護に関する
法律に基づく合議制の機関に係る事務の委託に関する
規約を定める協議について

鳥取県西部町村情報公開・個人情報保護審査会共同設
置の廃止に関する協議について

　　　 岡本健三議員
　非識別加工情報の提供
は、本人に断りなく個人情
報を民間企業などへ提供
する行為である。西部審査
会の廃止はこれを進める
恐れがある。
（荒金、岡本）

反対 賛成

　　　 ６票賛成

賛成多数で可決した議案

否決した議案

　　　 岩﨑昭男議員
　３月７日の本会議で可決
した９・１０・１１号を受けて
改正するものであり、審査
事務の委託先を西部地区
から県に移行するための
一連の改正である。
（高橋、荒木、岩﨑、大西、
  櫃田、近藤）

日南町情報公開条例等の一部改正について

　　　 岡本健三議員
　鳥取県は非識別加工情
報を提供するための条例
改正をいち早く行った。審
査会を県に一本化すると
非識別加工情報の提供が
進む恐れがある。
（荒金、岡本）

反対 賛成

　　　 荒木　博議員
　準備基金から４１００万
円繰り入れし、基準額を５
７００円据え置いた。負担
段階を１０から１３へと増
やし、低所得者には保険
料の軽減を図っている。
（高橋、荒木、岩﨑、大西、
 櫃田、近藤）

日南町介護保険条例の一部改正について

　　　 荒金敏江議員
　保険料は、準備基金を
取り崩して据え置くとなっ
ているが、保険料段階の設
定が変わり月3千円以上
あがる人もいる。保険料の
引き下げが必要である。
（荒金、岡本）

反対 賛成

　　　 近藤仁志議員
　議員報酬改定は以前か
らの懸案事項であり、公聴
会も開催してきた。子育て
世代をはじめ多様な方々
が安心して挑戦できる環
境整備が必要である。
（高橋、荒木、岩﨑、大西、
  櫃田、近藤）

日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部改正について

　　　 岡本健三議員
　条例から西部の審議会
の条項を削除したのにそ
の答申にあわせるのはお
かしい。物価高騰で住民
が苦しんでいる中、議員報
酬を上げるべきでない。
（荒金、岡本）

反対 賛成

　　　 大西　保議員
　譲渡契約書に、第三者
へ譲渡を行うときは町と
協議を行い承認を得るこ
と、町は承認する前に議会
に報告し同意を得ること
になっている。
（高橋、荒木、岩﨑、大西、
  櫃田、近藤）

財産の無償譲渡について

　　　 荒金敏江議員
　地元は事業目的に応じ
て協力をしてきた。事業を
引き続いて行っているとき
はいいが、他の企業に売り
渡される場合は町に戻す
との契約をすべきである。
（荒金、岡本）

反対 賛成

　　　 大西　保議員
　対象議員は選挙で厳し
い審判を受ける。企業献
金については、政治資金
規正法の改正の準備に
入っており、あえて提出す
る必要はない。
（高橋、荒木、岩﨑、大西、
  櫃田、近藤）

企業・団体献金の全面禁止を求める意見書
提出について

　　　 荒金敏江議員
　資金パーティーで裏金
づくりしたのは明白であ
り、政治資金規正法の目的
に合わせ、個人の党費や
献金での政党活動に舵を
切ることが信頼回復の道
である。
（荒金、岡本）

反対 賛成 　　　 櫃田洋一議員
　３月に陸上自衛隊木更
津駐屯地で配備している
オスプレイは、アメリカから
の原因報告があり、安全な
措置ができた機体から運
用を再開している。
（高橋、荒木、岩﨑、大西、
  櫃田、近藤）

オスプレイ飛行再開の中止を求める意見書提
出について

　　　 岡本健三議員
　墜落原因は特定の部品
の不具合で具体的内容は
公表されていない。オスプ
レイは日南町にも飛来し
ており、安全性が明白にな
るまで飛行は禁止すべき
である。
（荒金、岡本）

反対 賛成

発議 発議



櫃田洋一 議員

問問 「日南トマト」のサポートは

答答 さらなる生産拡大のため支援体制を充実させる

再
び
販
売
額
が
２
億
円

を
達
成
し
た
日
南
ト
マ

ト
の
生
産
拡
大
の
取
り
組
み

は
。

農
業
研
修
生
制
度
も
さ

ら
に
推
進
し
、
リ
ー
ス

ハ
ウ
ス
の
活
用
な
ど
支
援
体

制
を
充
実
さ
せ
る
。
さ
ら
に

日
南
町
内
が
一
体
と
な
っ
て

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図
る
。

研
修
時
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ハ
ウ
ス
を
リ
ー
ス
ハ

ウ
ス
に
活
用
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
場
所
は
ど
こ
で

何
棟
を
計
画
さ
れ
て
い
る
か
。

印
賀
地
区
に
６
棟
を
計

画
し
て
い
る
。

問問 町
長

町
長

スピーチで盛り上げる岩田部長

　各議員40分の質問持ち時間（答弁時間は含まない）で、

町長や教育長に町政全般について１対１でただします。

一般質問
質問者 ページ質問事項

櫃田洋一

近藤仁志

大西　保

岩﨑昭男

荒金敏江

高橋洋志

岡本健三

1 2

1 3

1 3

1 4

1 4

1 5

1 5

日南トマトのサポート

防災について

人口減少対策が急がれる

中期財政見通しについて

外国人材育成雇用プロジェクト　再生可能エネルギー

養豚農場環境問題　公害対策委員会

新日南病院基本構想　　地域コミュニティ

情報化推進事業　　　　再生エネルギーの活用

補聴器購入助成　消防水利確保　介護保険　

タクシー等助成

文化センターについて　町営バスの運行について

町内企業への経済対策について

鳥獣対策の充実について

ごみ処理やリサイクルについて　農業政策について

町政の
ここが

聞きた
い
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各 議 員 のＱＲ
コードで一般
質 問 の You-
Tube 動画を
ご視聴いただ
けます。

　防
災
対
策

　

日
南
町
と
し
て
防
災
・

減
災
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。

ポ
イ
ン
ト
は
３
つ

①
初
動
対
応
の
改
善

②
孤
立
集
落
対
策
と
避
難
所

　
の
環
境
整
備

③
倒
壊
家
屋
対
策

鳥
取
県
防
災
士
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
立
ち
上
が
る

が
、
日
南
町
も
タ
テ
、
ヨ
コ

の
つ
な
が
り
の
必
要
性
を
感

じ
る
が
。

県
レ
ベ
ル
で
始
ま
る
の

で
あ
れ
ば
、
参
加
を
お

願
い
し
た
い
。

町
長

町
長 問問

一般質問

動画はこちら

近藤仁志 議員

問問 人口減少対策が急がれるが

答答 　子育て、教育施策の強化を図る

中
期
財
政
見
通
し
で
、

令
和
７
年
実
施
の
国
勢

調
査
の
人
口
減
予
測
に
よ
り
、

普
通
交
付
税
が
大
幅
に
減
少

す
る
と
説
明
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｕ

タ
ー
ン
推
進
と
併
せ
て
町
内

の
若
者
の
転
出
を
防
ぐ
施
策

は
。

若
い
世
代
が
日
南
町
で

暮
ら
し
続
け
る
た
め
、

起
業
支
援
や
新
商
品
開
発
な

ど
幅
広
く
支
援
し
て
い
る
。

出
会
い
、
出
産
か
ら
進
学
ま

で
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
子
育
て

や
、
英
語
に
親
し
め

る
環
境
づ
く
り
な
ど

の
施
策
を
充
実
、
強

化
す
る
。

若
者
の
定
住
を

推
進
す
る
上
で
、

職
種
の
選
択
肢
が
限

ら
れ
て
い
る
、
人
脈

を
駆
使
し
た
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
以
て
企

業
誘
致
の
推
進
を
。

企

業
誘

致
の

必

要
性
は
認

識
し
て
い
る
。
条
件

の
不
利
な
点
を
ク
リ

問問 町
長

町
長

大西　保 議員

問問 外国人材雇用の各分野何名研修か

　　　
答答 介護はあかね１名、病院２名、オロチ１名

外
国
人
材
育
成
雇
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
各
分
野

何
名
が
、
研
修
す
る
の
か
。

介
護
は
あ
か
ね
１
名
、

病
院
２
名
、
オ
ロ
チ
は

１
名
の
合
計
４
名
。

令
和
７
年
度
以
降
の

計
画
は
。

あ
か
ね
と
は
、
毎
年

３
人
の
５
年
間
で
15

人
と
考
え
て
い
る
。

給
与
額
は
。

技
能
実
習
生
制
度
と
は

異
な
り
、
日
本
人
と
同

じ
給
与
基
準
で
支
給
す
る
。

　
養
豚
農
場
環
境
問
題

今
後
ど
の
よ
う
な
姿
勢

で
取
り
組
む
の
か
。

協
約
の
締
結
に
向
け
て
、

地
元
が
求
め
る
排
水
基

準
を
守
る
よ
う
事
業
者
に
対

問問問問 町
長

地
域
づ
く
り

推
進
課
長

町
長

町
長

病院に２名就労予定

一般質問
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ア
し
な
が
ら
、
企
業
の
動
き

を
察
知
し
幅
広
い
形
で
努
力

す
る
。婚

姻
奨
励
事
業
の
一

環
と
し
て
、
鳥
取
県

が
今
年
度
か
ら
取
組
む
「
カ

ッ
プ
ル
倍
増
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
参
画
さ
れ
た
ら
。

効
果
が
期
待
で
き
る

な
ら
県
の
事
業
と
の

連
携
は
あ
り
う
る
。
併
せ
て

町
の
Ｐ
Ｒ
の
情
報
発
信
に
努

め
た
い
。

町
長 問

し
粘
り
強
く
折
衝
を
行
う
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

新
日
野
上
発
電
所
を

F
I
T
の
売
電
単
価

で
収
益
を
得
る
た
め
に
、
令

和
９
年
１
月
発
電
稼
働
を
目

標
に
更
新
さ
れ
る
が
、
発
電

量
の
目
標
数
値
は
。

年
間
２
８
０
万
キ
ロ
ワ

ッ
ト
時
で
、
５
８
８
０

万
円
の
売
電
収
入
を
見
込
む
。

　
公
害
対
策
委
員
会

条
例
・
規
則
で
は
、

日
南
町
ブ
ロ
イ
ラ
ー

生
産
団
地
開
設
時
に
お
い
て

委
員
会
を
設
置
で
き
る
と
な

っ
て
い
る
が
開
催
実
績
は
。

地
元
か
ら
の
情
報
で
、

設
立
当
時
の
昭
和
57

年
２
月
に
１
回
開
催
し
そ
の

後
は
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

町
長

町
長 問問

和気あいあいで進行、子育て世代との意見交換

動画はこちら

動画はこちら



岩﨑昭男 議員

問問 新病院の建設候補地と概算事業費は

答答 候補地は３月中に、事業費は基本計画で示す

新
病
院
基
本
構
想
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
た
が
、
町
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
主
な
意
見
は
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
数
は
81
件
、
主
な

意
見
は
、
病
院
の
役
割
や
機

能
に
関
す
る
意
見
が
最
も
多

く
、
次
い
で
病
院
の
規
模
、

建
設
場
所
、
ス
タ
ッ
フ
確
保

の
必
要
性
な
ど
で
あ
っ
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

は
ど
の
よ
う
に
基
本
構

想
に
反
映
す
る
の
か
。

意
見
を
あ
り
方
検
討

委
員
会
で
検
討
し
、

県
西
部
地
域
の
医
療
機
関
と

の
連
携
や
新
病
院
の
規
模
や

機
能
な
ど
に
つ
い
て
基
本
構

想
に
追
加
、
補
足
す
る
。

基
本
構
想
で
建
設
候

補
地
及
び
概
算
事
業

費
を
事
前
に
示
す
こ
と
で
、

町
民
は
内
容
を
よ
り
具
体
的

に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
考
え
る
が
。

あ
り
方
検
討
委
員
会

で
は
現
在
地
を
含
め

「
生
山
・
霞
地
域
」
が
望
ま

し
い
と
あ
っ
た
が
、
具
体
的

問問問

5回の会議を開いた『あり方検討委員会』

荒金敏江 議員

問問 補聴器購入助成の早期実現を

答答 早期に対応すべき課題と認識している

聞
こ
え
に
く
く
な
っ
て

も
補
聴
器
使
用
を
た
め

ら
っ
て
い
る
人
が
い
る
が
対

策
を
。聞

こ
え
の
セ
ル
フ
チ
ェ

ッ
ク
の
機
会
を
設
け
、

関
心
を
高
め
る
。

補
聴
器
の
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
払
拭
対
策
を
。

人
生
学
園
な
ど
で
認
定

補
聴
器
技
能
者
に
よ
る

研
修
を
す
る
。

特
定
年
齢
に
聴
覚
検
診

を
取
り
入
れ
て
は
。

検
診
の
や
り
方
を
検

討
す
る
。

署
名
で
請
願
さ
れ
て
い

る
補
聴
器
購
入
助
成
を

早
く
実
現
す
べ
き
。

購
入
助
成
を
含
む
適
切

な
補
聴
器
使
用
支
援
は
、

早
期
に
対
応
す
べ
き
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。

問問問問 町
長

町
長

町
長

補聴器助成を求める署名

一般質問
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　消
防
水
利
確
保

渇
水
期
・
積
雪
時
等

確
保
が
十
分
で
な
い

事
が
あ
る
の
で
調
査
を
。

消
防
団
な
ど
か
ら
の
、

要
望
を
確
認
す
る
。

　介
護
保
険

令
和
６
年
度
か
ら
の
介

護
保
険
料
は
。

基
金
を
取
り
崩
し
て
基

準
額
は
据
え
置
く
。

日
南
福
祉
会
に
利
用
料

の
負
担
を
求
め
ず
、
そ

の
分
を
処
遇
改
善
に
あ
て
る

こ
と
で
人
材
を
確
保
し
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ

せ
る
べ
き
。

利
用
料
は
求
め
て
い
く

が
、
収
益
に
与
え
る
影

響
を
把
握
し
対
応
を
考
え
て

い
く
。

町
長

町
長

町
長 問問問

な
場
所
は
候
補
地
選
定
の
基

礎
調
査
を
終
え
る
今
年
の
３

月
中
に
示
す
予
定
。

　
概
算
事
業
費
は
、
建
設
候

補
地
及
び
病
院
の
規
模
等
が

決
定
し
て
初
め
て
数
値
化
が

可
能
と
な
り
、
現
時
点
で
は

基
本
計
画
に
お
い
て
公
表
を

考
え
て
い
る
。

令
和
６
年
度
か
ら
取
り

掛
か
る
基
本
計
画
策
定

の
体
制
と
時
期
は
。

病
院
の
内
部
で
委
員

会
を
立
ち
上
げ
る
予

定
。
時
期
は
建
設
候
補
地
が

決
ま
り
次
第
と
す
る
。

病
院
事
業

管
理
者

病
院
事
業

管
理
者

福
祉
保
健

課

　長

病
院
事
業

管
理
者

町
長

問

動画はこちら

動画はこちら
高橋洋志 議員

問問 芝生エリアに子供遊具を

　　　
答答 中心地域整備計画の中で検討する

文
化
セ
ン
タ
ー
の
芝
生

エ
リ
ア
に
子
供
遊
具
を

道
の
駅
よ
り
移
設
し
て
は
。

遊
具
は
設
置
に
よ
っ
て

生
じ
る
制
約
等
を
考
慮

し
、
設
置
し
て
い
な
い
。
今

後
の
中
心
地
域
整
備
計
画
の

中
で
一
体
的
に
検
討
す
る
。

　町
営
バ
ス

土
日
祝
日
の
巡
回
バ
ス

の
試
験
運
行
を
３
ヶ
月

間
実
施
し
た
が
、
そ
の
結
果

と
今
後
の
方
針
は
。

延
べ
利
用
者
は
47
人
と

少
な
か
っ
た
。
６
年
度

の
運
行
は
見
合
わ
せ
る
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
休
日

の
交
通
空
白
地
へ
の
対

応
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
休
日

対
応
は
、
民
間
事
業
者

へ
事
業
拡
大
を
求
め
る
。
土

日
の
デ
マ
ン
ド
化
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
な
ど
を
検
討
す
る
。

定
期
バ
ス
に
冬
期
ダ
イ

ヤ
を
設
定
し
て
い
る
根

拠
は
。路

面
の
積
雪
、
凍
結
、

予
期
せ
ぬ
事
態
な
ど
考

問問問問 教
育
長

道の駅に設置してある遊具

一般質問

岡本健三 議員

問問 イノシシの捕獲数を増やす必要があるのでは

答答 奨励金を上乗せして捕獲を進める

今
シ
ー
ズ
ン
は
イ
ノ
シ

シ
の
被
害
が
特
に
多
い
。

捕
獲
数
を
増
や
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

被
害
を
食
い
止
め
る
た

め
、
猟
期
の
捕
獲
奨
励

金
を
町
単
独
で
上
乗
せ
す
る
。

畦
畔
な
ど
農
業
施
設
の

被
害
を
、
町
独
自
に
単

独
災
害
緊
急
対
策
事
業
な
ど

で
支
援
し
て
は
。

町
独
自
の
支
援
は
難

し
い
。
獣
害
も
台
風

な
ど
と
同
じ
自
然
災
害
と
し

て
国
へ
支
援
を
求
め
る
。

餌
付
け
や
罠
の
管
理
な

ど
捕
獲
の
サ
ポ
ー
ト
へ

の
支
援
も
考
え
て
は
。

地
域
で
何
が
で
き
る

か
考
え
て
も
ら
う
た

め
町
と
し
て
事
例
を
紹
介
し

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

問問問 町
長

町
長

町
長

イノシシに掘り崩された畦畔
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　農
業
政
策

水
田
活
用
や
中
山
間
地

域
の
直
接
支
払
交
付
金

の
国
予
算
が
減
ら
さ
れ
て
い

る
。
削
減
を
や
め
る
よ
う
国

に
要
望
し
て
は
。

機
会
が
あ
る
ご
と
に

要
望
し
て
い
る
。
中

山
間
地
域
直
接
支
払
は
国
予

算
が
減
ら
さ
れ
た
分
を
町
費

で
ま
か
な
う
。

国
の
予
算
で
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
の

事
業
を
始
め
て
い
る
が
、
単

町
の
予
算
も
使
っ
て
有
機
農

業
な
ど
を
支
援
し
て
は
。

ま
ず
は
国
事
業
を
使

い
、
有
機
ニ
ン
ジ
ン
、

有
機
米
の
栽
培
や
ブ
ロ
フ
理

論
に
基
づ
く
実
証
実
験
な
ど

に
取
り
組
む
。

町
長

町
長 問問

慮
し
、
安
全
に
運
行
す
る
た

め
に
設
定
。

本
町
の
除
雪
体
制
は
整

っ
て
お
り
、
利
用
者
の

多
く
が
小
、
中
学
生
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
通
年

の
ダ
イ
ヤ
で
運
行
で
き
な
い

か
。

利
用
者
の
動
向
を
調

査
し
検
討
す
る
。

　企
業
へ
の
経
済
対
策

町
内
企
業
は
原
材
料
高

騰
等
に
よ
り
経
営
状
況

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
状

況
把
握
と
支
援
策
の
検
討
は
。

事
業
者
の
状
況
を
、

商
工
会
と
随
時
情
報

共
有
を
行
っ
て
い
る
。
必
要

な
支
援
策
が
打
て
る
よ
う
引

き
続
き
連
携
を
図
る
。

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問問

動画はこちら

動画はこちら



委員会報告
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総務教育常任委員会 1月18日、2月6日、3月15日 開催

公設塾「学び舎縁側」利用状況
（教育委員会）

　12月1月の利用状況は延べ20人と報告を受け

た（昨年同時期107人であった）

問　利用者の数字を見てどう思ったか。

答　アンケートでニーズ調査を行い来年度に活

　　かしたい。

空き家、危険家屋解消の取組
（住民課）

　1月に開催した空家対策協議会に、新たに土

地家屋調査士を加え専門的知見の活用や解体撤

去補助金の拡大等を行い推進していく。現在10

件程度の相談を受けている。

住宅改修助成条例一部改正
（住民課）

　助成金（上限40万円）の1/2に対し商品券を

交付していたが、「たったもポイント」でも可

能にして、どちらかを選択出来るように改正す

る。今後は全員協議会で説明し、全議員の同意

を得て議員発議で条例改正の提案をする。

問　5年度の交付状況は

答　1月末で78件、972万円

新石見小水力発電所の運営状況
（住民課）

　売電収入は年間目標1200万円に対し、令和5

年1～12月の実績は1168万円であった。令和６

年度以降で、安全面を最優先に水路の修繕工事

を計画していく。

行政システム標準化対応
（地域づくり推進課）

　国が定める標準仕様書に準拠した基幹業務シ

ステムの令和7年10月移行に向けた事業の現状

の課題と標準化によるメリット等について調査

した。

問　国が定めるコスト低減の数値は。

答　コストの3割削減が目標である。

問　国からの6・7年度の財政支援は。

答　委託料1.2億円と補助上限額1.2億円との連

　　絡があった。

新日野上小水力発電所の更新
（住民課）

　1月18日の全員協議会で、FITの売電単価で

収益を得る為に発電所を更新し、令和9年1月

から20年間外部事業者と共同運営すると報告を

受けたが、当委員会として再調査を行った。

　委員からは、事業性評価の判断基準、収支

（事業協力金の金額）計画、発電公社の施設の

責任範囲等不明確な説明との意見が多数あり、

今後随時報告をするように求めた。

認定こども園統合の検討状況
（教育委員会）

　令和6年度石見分園7名、山の上分園10名

　今後さらに減少が予想されることから「日南

町こども園あり方検討会」を設置する。

　委員会構成と事務局及びスケジュール（教育

委員会へ12月に答申書提出）について調査し

た。

問　本園の定員は、また、統合の場合に増改築

　　が必要か。

答　本園の定員は90名であり、増改築の必要は

　　ない。
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委員会報告

経済福祉常任委員会

ウッドカンパニーの転貸契約の延長（農林課）

　第36回全国健康福祉祭とっとり大会（ねんりん

ピックはばたけ鳥取２０２４）にて日南町は民謡会

場になっている。令和6年10月20日（日）開催の

準備状況について調査を行った。

ねんりんピック開催準備状況（福祉保健課）

転用申請等の処理件数　（農業委員会）

●高齢期の方をはじめ誰もが日南町の豊かな自

　然・おいしい空気の中で民謡を通して文化活動

　に親しみ、世代を超えた交流の輪が広がる大会

　になるよう準備中。

●庁舎内では、総務班、交流大会運営班、おもて

　なし班を設けて準備中。

2月6日、3月15日 開催

　農地の転用、貸借に関しては、農地法等に基づいて事務処理を行っている。令和5年度分は、事務

処理の整理を行っている段階である。

令和4年度実績

▶農地から非農地に変更

▶農地の貸借又は売買

▶農地以外の目的に転用

▶契約の合意による中途解約

▶農業経営基盤法等による貸借

14件

5件

5件

26件

156件

問　令和5年度分において、事務処理の遅れてい

　　る案件があると指摘されているが。

答　遅れを取り戻すべく、処理を行っている。

問　どの段階で遅れが発生したのか。

答　書類を受け付ける時点において、職員間で

　　情報共有ができていなかった実態も見受け

　　られた。

　令和6年3月末で転貸契約が終了するウッドカンパ

ニー建屋を、更に一年間延長してDWファイバーの

製造を継続したい旨の申し入れが森林組合よりあっ

た。

問　3年契約の中で、木材団地の造成地に移転される

　　計画であったはずだが。

答　社会情勢の変化等で移転に至らなかったが経営継

　　続と事業拡大を考えておられるので、一刻も早く

　　軌道に乗せられ、移転されること望んでいる。

ねんりんピックリレーイベント　3月24日

日南大建に転貸されているウッドカンパニー建屋



中心地域及び住宅政策調査特別委員会 3月19日 開催

　あり方検討委員会(委員長 谷口晋一教授)より、令和6年3月12日、附帯意見を付して「新病院基

本構想」及び「日南病院経営強化プラン」を町長に答申され、その内容について調査した。

　新病院基本構想策定後に予定している建設敷地選定の資料として行った基礎調査結果について調

査し、議会として基本計画策定に取り纏めた意見を反映すべきと申し合わせた。

候補地基礎調査結果の概要
候補地１　道の駅北側の高台、民有地
　　 アクセス道路に難点あり

候補地２　道の駅西側、町有地一部民有地
　　 洪水浸水想定：最大３ｍ　ピロティ対応

候補地３　総合文化センター北側、町有地
　　 洪水浸水想定：0,5ｍ　盛土対応

　　 駐車場不足

候補地４　役場の日野川対岸、民有地
　　 洪水浸水想定：最大３ｍ　ピロティ対応

　　 アクセス道路拡張の検討が必要

委員会報告
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●日南病院診療圏の将来患者数の動向
　地域包括ケアシステムの中核施設と

　して、医療・介護の複合ニーズにも対

　応した診療体制が求められる。

新病院基本構想、経営強化プラン

建設予定地における基礎調査結果

候補地５　霞大橋北側、民有地
　　 洪水浸水想定：最大３ｍ　ピロティ対応

候補地６　霞県道８号沿いの水田　民有地
　　 洪水浸水想定：最大１ｍ　盛土対応

候補地７　生山駅前広場　町有地一部県有地
　　 洪水浸水想定：なし　駐車場不足

候補地８　現病院敷地　町有地
　　 防災工事、駐車場拡張工事必要

●西部保健医療圏の機能区分ごとの状況
　回復期の病床数が不足している。また在宅医療等の需

　要は増加が見込まれている。その他の問題点を分析さ

　れ、持続可能な医療提供体　制を確保するためにも、

　新病院の整備が必要と答申された。

！ ！

！

！

！

！

！
！

！
！

候補地８（現在地）

候補地４

候補地６

候補地５ 候補地３

候補地２

候補地１

候補地７

道の駅 生山駅

日南町役場

新病院建設敷地選定基礎
調査に係る候補地位置図

全員協議会全員協議会

移動販売への取り組み支援
（地域づくり推進課）

養豚場の地元説明会の報告
（農林課・住民課）

障がい者プラン策定（福祉保健課）

●計画の位置づけ

　　日南町障がい者プランは、第7期日南町障

　がい者計画、第7期日南町障がい福祉計画、

　第3期日南町障がい児福祉計画を併せたもの

　として位置づける。

●計画期間

　障がい者計画

　令和6年度から令和14年度までの9年間。

　障がい福祉計画、障がい児福祉計画

　令和6年度から令和8年度までの3年間。

第９期介護保険事業計画策定
（福祉保健課）

　日南町小水力発電公社が運営する新日野上小水力発電所

の発電設備を更新するため、令和6年1月から令和8年12月

まで発電を停止する。

　この更新はFIT（再生可能エネルギーの固定価格買取制

度）による売電単価で収益を得るためであり、現在の単価

(10.5円/kwh、税抜き)を令和9年1月には(21.0円/kwh、税抜

き)を見込む。

　なお、設備更新後は京葉ガスエナジーソリューション㈱

と運営契約を締結し、同社が施設設備工事・維持・管理を

行う発電事業主となる予定。公社へは売上の一部を事業協

力金として支払われる。

　地域の個人商店の廃業等により買

い物が困難になった町民の安定的な

買い物環境を確保するため、令和6年

度から町内で移動販売事業に取り組

む事業者に対して助成する制度を創

設する。

●移動販売の運営にかかる費用1日あ

　たり38,900円を助成

●令和6年度は、町内全域を販売エリ

　アとし、移動販売に取り組んでい

　る『ひまわり（日野町）』を支援

　する予定

●事業開始時期は令和6年5月頃

　2月28日に養豚事業者のファロスファーム㈱、地元関係

者10名などが出席し事業説明会を開催した。

●事業計画概要

　飼育頭数：最大54,000頭、豚舎：20棟（予定）

　排水処理施設：複合ラグーン方式又は連続式

　出荷頭数：年間約13万頭、雇用人数：20名程度

　予定事業費：70～80億円

●事業内容

　繁殖農場から生後3週齢6kgの離乳豚を導入し、150日

　間肥育、120kgの生体で出荷

●事業スケジュール

　造成工事は各所届出完了後18～24ヶ月予定

　建設工事は造成工事完了検査後18～24ヶ月予定

●計画の趣旨

　　人口減少、また介護・看護人材確保が厳し

　い状況の中、全国に先駆けて取り組んできた

　「地域包括ケアシステム」をさらに充実さ

　せ、住み慣れた地域で、高齢者が健康でいき

　いきと暮らせることを目指す。

●計画期間

　　令和6年度から令和8年度までの3年間。

新日野上小水力発電所の停止と運営契約（住民課）
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全員協議会

停止中の新日野上小水力発電所

1月18日、2月21日、3月19日 開催
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催
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生山駅に職員を 奥出雲交通とデマンドバスの乗り継ぎ
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問　阿毘縁（大菅、砺波）の方が、奥出雲交通
　　の横田行きのバスに乗り継ぎ出来るようにデ
　　マンドバスの時刻の変更してほしい。

答　奥出雲交通の横田行き（午前第２便）、帰り
　　（午後第３便）のバス時刻表を基準に、デマ
　　ンドバスの時刻表の変更を検討する。

問　生山駅が無人となり、券売機の使い方やダ
　　イヤの乱れ等で困って人がいる。根雨駅と
　　同じように臨時職員を配置してはどうか。

答　券売機の使い方については案内文の掲示や
　　インターホンで対応している。ダイヤの乱れ
　　の時は適時駅内放送で知らしている。JRの
　　係員は週２～３回巡回しているが、利用者の
　　利便性を図るため山里ロード活用の検討も
　　進めて行くように担当課へ求めた。

ふるさと納税をＰＲして
問　ふるさと納税について、関東・
　　関西町人会へ働きかけなど、
　　もう少し頑張って集めて欲し
　　い。

答　２月開催の関西町人会や、
　　町職員の名刺に呼びかけを
　　記入しPRしていく。

議員報酬条例 なぜ改正
問　議員報酬に関する
　　条例を改定した意
　　味は。

答　町単独での改定も
　　可能とするため。

監査委員 公正な人事を
問　人事についてはあらかじめ報告を受け
　　ていて、反対はしないのが通例と聞
　　く。また、最近まで役場職員だった人
　　を監査委員にするのは公正な監査が
　　できないのでは。

答　事前に人事についての報告はない。
　　代表監査委員は前職に関係なく識見
　　を有する者が選任される。

Part2

奥出雲交通横田行き

住宅の確保を
問　農業法人で雇用しても住宅から探さなけ
　　ればいけない。

答　空き家改修事業の活用や社員住宅改修
　　補助金、空き家バンクの積極的な登録
　　と推進等で取り組んで行く。

予防伐採で停電を防いで
問　雪により倒木で長時間の停電があった。予防伐採
　　を議会からも働きかけて欲しい。

答　議会からも働きかけていく。

国債発行で賃上げを
問　財政法４条を廃止し、国債の発行を行い
　　賃上げに結びつけてほしい。

答　現行の法律に則り運営すべきである。

みなさま日南町にご協力を　２月18日（大阪市）

なかなか使いこなせない券売機

停電の原因となる倒木
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左から倉光、長崎、鹿取
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築
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査
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ら
、
定
期
監
査
の
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が
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り
ま
し
た
。

代
表
監
査
委
員
　
高
見
正
司

監
査
委
員
　
　
　
荒
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　博

ま
す
。
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月
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ま
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光
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● 

新
局
長
　
ご
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拶 

●

　
み
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さ
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身
近
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う
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動
や
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会
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ム
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営
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て
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。

議会報告会

みなさんの声を聞かせてください
　議会では意見交換会で声を聞かせてくださるグループを募集しています。
　百歳体操、老人会、グランドゴルフなど地域のグループやサークル、子育て中の
ママ友やパパ友、認定こども園や小中学校などの保護者有志、職場の同僚など、
町内に住む方や町内の事業所に勤務する方たちのグループであればどなたでも
かまいません。
　意見交換会をご希望のグループは議会事務局までお気軽にお申し込みください。

申込先 ： 議会事務局　電 話　82-1900
　　　　　　　　　　FAX　82-1131
　　　　　　　　　　電子メール　s0800@town.nichinan.lg.jp

議員との意見交換
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日南病院

巡回診療を多里地区で
問　上萩山が無医地区に指
　　定され、巡回診療が始
　　まったが患者は2名だけ
　　だった。効率を考えれ
　　ば、多里地区でした方
　　が良いのでは｡

答　制度上、上萩山以外で
　　はできない。

病院建替えは木造で

病院の視点は
問　先進地視察の報告を見
　　たが、どのような視点
　　で調査したのか。

答　新築を計画している病
　　院及び、最近新築した
　　病院を選定し視察し
　　た。基本計画を策定す
　　る段階で、規模が似て
　　いる病院の視察も検討
　　したい。

建築費用の財源は
問　建築費用の財源は。

答　60床規模の場合想定財源
　　として、過疎債約18億円。
　　病院事業債約18億円。補
　　助金約1億円等を見込ん
　　でいる。日南町の実質負
　　担額は約19億円である
　　が、起債については検討
　　の余地が残っている。

視察した三豊病院の広々とした廊下

問　日南病院建て替えは、木造にして
　　欲しい。日南町にふさわしいと思　
　　う。

答　病院は安心・安全を求められる
　　施設である。木造にこだわること
　　なく、あり方検討委員会の基本
　　構想に沿って基本計画が作成さ
　　れる。

つるぎ会館での巡回診療
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どっこい、この町に生きる

　
「
一
期
一
会
」
一
度
き
り
の
出
会

い
や
時
間
を
大
切
に
す
る
心
構
え
を

表
す
言
葉
で
す
。

　
こ
の
言
葉
を
３
月
に
体
現
し
た
出

来
事
が
起
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
昨
年

秋
に
滋
賀
県
の
議
員
研
修
セ
ン
タ
ー

で
、
同
僚
議
員
と
一
緒
に
出
会
っ
た

山
形
県
の
女
性
町
会
議
員
さ
ん
と
交

流
会
で
意
気
投
合
し
て
議
論
を
深
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
月
に
町
長
が

急
逝
さ
れ
、
町
長
選
に
出
馬
す
る
か

相
談
の
電
話
が
入
り
、
私
は
出
馬
を

促
し
ま
し
た
。
結
果
は
見
事
当
選
さ

れ
、
山
形
県
で
二
人
目
の
女
性
首
長

と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
南
町
も
４
月
か
ら
新
た
に
３
名

の
女
性
課
長
職
が
誕
生
し
、
今
後
の

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
大
西
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長
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会
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岡
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﨑
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後

記

酪
農
を
引
き
継
ぐ
た
め
日
南
町
へ

譲
さ
ん
　
牧
場
を
引
き
継
が
せ
て
く
れ

る
酪
農
家
さ
ん
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

大
山
乳
業
さ
ん
の
紹
介
で
２
０
２
２
年

５
月
に
日
南
町
神
福
の
佐
伯
さ
ん
と
お

会
い
し
ま
し
た
。
そ
の
年
の
10
月
か
ら

日
南
町
の
農
業
研
修
生
と
し
て
佐
伯
牧

場
で
研
修
し
、
こ
の
４
月
に
晴
れ
て
牧

場
を
譲
り
受
け
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
動
物
に
囲
ま
れ
て

譲
さ
ん
　
母
が
ブ
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
の

で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
家
に
た
く
さ
ん

犬
や
猫
が
い
て
お
産
も
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
せ
い
か
動
物
に
関
わ
る
仕
事
を
し

た
い
と
感
じ
て
、
小
学
校
の
文
集
に
は

﹁
獣
医
に
な
り
た
い
﹂
と
書
き
ま
し
た
。

北
里
大
学
で
妻
と
酪
農
に
出
会
う

譲
さ
ん
　
妻
も
私
も
北
里
大
学
獣
医
学

部
の
畜
産
学
科
で
畜
産
や
酪
農
を
学
ん

で
い
て
、
２
人
は
そ
の
と
き
出
会
い
ま

し
た
。
妻
は
胚
培
養
士
と
し
て
人
の
不

妊
治
療
に
携
わ
っ
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。

家
族
で
牧
場
を
経
営

譲
さ
ん
　
妻
が
搾
乳
や
子
牛
の
世
話
、

私
が
牛
の
飼
料
や
ベ
ッ
ド
な
ど
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
息
子
の
新
も
早
朝
か
ら

牧
場
で
過
ご
し
、
お
気
に
入
り
の
三
輪

車
で
広
い
牧
場
を
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

乾
草
は
、
ま
ず
人
間
が
味
わ
っ
て

譲
さ
ん
　
牛
に
と
っ
て
一
度
の
搾
乳
は

人
間
の
百
メ
ー
ト
ル
走
く
ら
い
体
力
を

使
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
牛
の
健
康
管

理
に
は
気
を
遣
っ
て
い
ま
す
。
牛
に
与

え
る
乾
草
の
味
は
私
が
自
分
で
味
わ
っ

て
確
か
め
ま
す
。
変
な
味
や
ニ
オ
イ
が

す
る
乾
草
を
食
べ
さ
せ
る
と
、
牛
が
体

調
を
崩
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

初
乳
で
子
牛
に
免
疫
力
を

愛
華
さ
ん
　
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
牛

に
は
母
牛
か
ら
搾
っ
た
初
乳
を
あ
げ
ま

す
。
牛
は
胎
内
で
子
牛
に
免
疫
力
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
初
乳
で

免
疫
力
を
つ
け
さ
せ
ま
す
。

初
乳
豆
腐
を
楽
し
む
こ
と
も

譲
さ
ん
　
初
乳
は
製
品
に
な
ら
な
い
の

で
、
余
っ
た
初
乳
で
初
乳
豆
腐
を
作
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
加
熱
し
た
初
乳
を

レ
モ
ン
で
固
め
る
と
デ
ザ
ー
ト
に
、
酢

で
固
め
る
と
酒
の
つ
ま
み
に
な
り
ま
す
。

チ
ー
ズ
の
よ
う
で
美
味
し
い
で
す
よ
。

堆
肥
の
処
理
が
重
大
事

譲
さ
ん
　
仕
事
の
中
で
堆
肥
の
処
理
に

一
番
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
堆
肥
の
処

理
に
困
っ
て
廃
業
す
る
酪
農
家
も
い
る

ほ
ど
で
す
。
こ
の
点
、
日
南
町
に
は
堆

肥
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
心
強
い
で
す
。

循
環
す
る
農
業
を
目
指
し
て

譲
さ
ん
　
地
域
と
も
協
力
し
良
い
堆
肥

を
作
っ
て
美
味
し
い
野
菜
を
作
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。
将
来
的
に
は
、
耕
作

放
棄
地
な
ど
で
作
っ
た
飼
料
を
利
用
し

て
循
環
す
る
農
業
を
目
指
し
た
い
で
す
。生後間もない子牛に初乳を与える

ま
な
か

あ
ら
た

牛
の
健
康
は
乾
草
の
味
見
か
ら

　横
山 

譲
さ
ん
︑
愛
華
さ
ん
︑
新
さ
ん
︵
生
山
︶

よ
こ
や
ま
ゆ
ず
る


